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 近年では、少子高齢化のさらなる進行、グローバル化の進展、ＩｏＴやビッグデータ、

ＡＩ等の技術革新により、働き方や学び方などの社会環境が大きく変化しています。教

育分野においては、学習指導要領の改訂、英語教育改革、大学入試改革、プログラミン

グ教育など数々の新たな施策が進められています。 

このように私たちを取り巻く環境が目まぐるしく変化する時代においては、誰もが

自立した人間として、主体的に判断し、多様な人々と協働しながら新たな価値を創造す

る人材の育成や、一人一人の活躍により、豊かで安心して暮らせる社会の実現が求めら

れています。 

令和２年には、新型コロナウイルス感染症が世界的に拡大し、私たちの暮らしに多大

な影響を及ぼしました。このような不測の事態が生じた際でも、学びを止めない環境を

構築していく必要があります。 

加えて、２０３０年までの国際目標として、持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）が掲げ

られており、多様性と包摂性のある「誰一人取り残さない」社会の実現についても、取

組を進めていかなければなりません。 

今回、平成２８年１月策定の「松戸市教育大綱」が令和２年度で期間満了を迎えるこ

とから、総合教育会議において再度検証し、改定を行いました。人生１００年時代を見

据え、市民一人一人が、その生涯にわたって自律的に学び、必要とする様々な力を身に

つけ、その成果を生かしていくことが可能な社会の重要性を強く感じているところで

す。 

予測困難で変化し続ける社会の中においても、「教育はみんなで」を合言葉に、学び

の文化が本市に定着するよう、「みんなで育てる みんなが育つ 松戸の未来」を基本

理念として、今後も、多くの市民の皆さまとともに教育施策を推進してまいります。 

 

令和３年４月 

松戸市長 本郷谷 健次 
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教育大綱改定の背景と趣旨 
平成２７年度から教育委員会制度が大きく変わり、教育行政を協議する「総合教育会

議」を市長が主宰するとともに、教育行政の大綱を策定することとされました。それを
受け、対象期間を平成２８年１月から平成３２年度（令和２年度）までとする松戸市教
育大綱を平成２８年１月に策定しました。今回、期間の満了を迎えるにあたり、内容を
見直して改定することとしました。 

松戸市教育大綱は、「総合教育会議」において、市長と教育委員会が協議・調整して
策定するもので、本市の教育、学術及び文化の振興に関する施策の根本的な方針を定め
るものです。今回の教育大綱の改定にあたっては、「総合教育会議」での協議結果を踏
まえ、平成２８年に策定した大綱の方向性や基本的な構成は踏襲した上で時代に即し
た内容に改定いたしました。 
 
教育大綱の位置付け 

松戸市教育大綱は、松戸市総合計画を上位計画とし、そのめざす将来像を実現するた
め、教育施策などを推進するための基本的な方向性を定めるものです。策定にあたって
は、教育基本法に基づく国の教育振興基本計画を参酌するとともに、関係する本市の他
の行政分野の計画との整合性を図っています。 
 
教育大綱の対象期間 

大綱の対象期間は、令和３年度から令和７年度までの５年間とします。 
ただし、必要に応じて見直しを行うものとします。 

 
 
 
基本理念 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

市民みんなが 
いつまでも元気に 

学び続け、 
生きがいを 

持ち続けられる 
ようにします 

文化とスポーツで 
松戸の魅力・価値 

を高めます 

松戸に育つ 
子どもたちが 

可能性に 
チャレンジする 
力を育みます 

松戸で子どもを 
教育したいと 
思える環境を 
つくります 

松戸市教育大綱 

みんなで育てる みんなが育つ 松戸の未来 

松戸市は、すべての市民が、生涯を通じ学ぶよろこびを感じられ、未来に向かっ
て成長できるように支援します。 

そのために、松戸市は、市民・地域社会・学校・行政のそれぞれが、互いに助け合
って、一人一人が孤立することなく、将来にわたってともに学び合い、互いを育め
るような環境をつくります。 

そして、学びから、変化し続ける社会に対応し、より広い世界へ自ら飛躍してい
く力を育み、みんなで松戸の未来を創ります。 
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基本理念を支える４つの柱 

１ 松戸に育つ子どもたちが可能性にチャレンジする力を育みます 

○子どもたちが主体的にそれぞれの能力や個性を伸ばせるように ICT の効果的な活 
用を含めた教育環境をつくります。 

○子どもたちが自らの将来に目標を持ち、その実現に向けてチャレンジするための 
「確かな学力、豊かな心、健やかな体の知・徳・体のバランスのとれた力（生きる 
力）」を育みます。 

○子どもたちが自己肯定感を育み、社会的に自立し、多様な人々と協働しながら創造 
的に生きていく基礎を養います。 

○子どもたちが本来持っている能力や個性を伸ばすことによって、今後ますますグ 
ローバル化し、変化し続ける社会の中で活躍し、持続可能な社会の担い手となる人 
材を育成します。 

 

２ 松戸で子どもを教育したいと思える環境をつくります 

○市民みんなで子どもの成長を支え、質の高い教育が受けられる環境を整備します。 
○子どもたちが安全に安心して学ぶことができるように、家庭での教育を支援する 
 とともに、学校・地域社会が一緒に子どもの成長を支援できる体制を整えます。 
○すべての子どもたちが孤立することなく健やかに成長できるように、子どもの権 

利が尊重される地域社会をつくり、乳幼児期から子どもの成長に応じた切れ目の 
ない教育が受けられるようにします。 

 

３ 市民みんながいつまでも元気に学び続け、生きがいを持ち続けられるようにします 

○高齢者も障害のある人も市民みんなが、継続して学習や運動ができる環境をつく 
ります。 

○生涯にわたって学習活動や運動を楽しみながら、自ら学び、学び合える「人と人と 
がつながるまち」を目指します。 

○市内大学との連携や社会教育施設の充実を図り、生涯学習機会の提供に努めます。 
○市民が身に付けた知識や経験を活かして、地域の課題を自らの力で解決していけ 

るよう支援します。 
 

４ 文化とスポーツで松戸の魅力・価値を高めます 

○文化やスポーツの活動をする人たちが活躍できるように、文化やスポーツの振興 
を図り、多様性が尊重され可能性を発揮できる環境を整えます。 

○多様な文化芸術活動を通して、国際的な広い視野で文化を創造できる環境を整え 
ます。 

○松戸の歴史文化を保護・継承し、学習することで、松戸に誇りと愛着を持つ心を 
育てます。 


